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党 県連合活動日話
1/13事 務所 休
1/4党 事務所はじめ

1/11市 民と立憲野党の打合せ(武本)
1/17さ よなら原発・県実
1/23党 全国幹事長会議・東京(武本)
1/24社 民党定例街宣 マ ツキヨ前
1/27県 連合常任幹事会
〃 岡 山市平和推進協・運営委(武本)
〃 市 民と立憲野党の合同宣伝

※宣伝カー随時運行

|〔|

今

こ
そ
原
発
廃
止
を
！

元
旦
の
能
登
半
島
を
震
源
と

す
る
大
地
震
で
、

志
賀
町
で
稼

働
停
止
中
の
志
賀
原
発
で
外
部

電
源
の

一
部
が
使
用
で
き
な
い

深
刻
な
ト
ラ
フ

ル
が
起
き
た
。

万
が

一
の
避
難
ル
ー

ト
も
通
行

止
め
が
生
じ
て
い
た
。

北
陸
電

力
は
今
回
の
地
震
対
応

で
も
情

報
関
示
が
遅
い
の
が
現
状
だ
。

も
し
大
き
な
事
故
が
起
き

て
い

た
ら
と
の
危
惧
は
過
剰
だ
ろ
う

か
。

地
震
大
国
日
本
で
原
発
を

稼
働
さ
せ
る
こ
と
は
不
可
能
と

考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

政
治

の
腐
朽
極
め
り
の
様
相

を
見
せ
る
自
公
政
権
か
ら
、

民

主
政
治
元
年

の
年
へ
、

市
民
と

野
党
共
闘
の
本
気
度
が
間
わ
れ

て

い
る
。

写
真

下
は

１
／
２７

の

辰
年

最
初

の
合

同
宣

伝
。

２

０
２

４
年
、

正
月
気
劣

を

吹
き

飛
ば

す

凶
変

の
ご

と
き

事

態
が

続

い
た
。

１

日
、

能
登

半

島
を

震

源
と
す

る
最

大
震
度

７

の
大
地

震
だ
。

岡

山

で
も
揺

れ

を
感

じ
た

ほ
ど

で
、

震
源
地

は

い
か
ば

か

り
か
。

テ
レ
ビ

で
突

然

流

れ

る
緊
急
地

震
速

報

に
驚

き
、

繰

り
返
さ
れ

る
警

報
と
津

波
避

難

の
ア
ナ
ウ

ン

ス
は
事

の

重

大
性

を
伝

え

て
余

り
あ

る
。

つ
づ

く

翌

２

日
、

羽

日
空

港

滑
走

路

上

で

の
飛

行
機

同
士

の

の
緊
急

フ
ラ
イ
ト
と
何
か
事
故

に
つ
な
が
る
要
因
が
あ
っ
た
の

か
。

自
動
車
で
も
追
突
防
止
装

置
が
作
動
す
る
時
代
に
、

な
ぜ

電
子
機
器
の
塊

の
よ
う
な
飛
行

機
が
衝
突

の
事
態
に
至
っ
た
の

か
。

原
発
安
全
対
策
で
も
言
わ

れ
続
け
た
が
、

こ
と
は
想
定
外

で
終
わ
ら
せ
な
い
こ
と
だ
。

想

2・1版核・朝 ・日本原鵬
を求める日出県尻黛会

日時 2024年 2月 11日

AMll:00～ 12:00

場所 奈義町豊沢

津山市・衆楽公園駐車場9150集合

衆楽公園前10300発中鉄北部バス

路繰バスを利用・現地係員案内有

社 民 党 党 首 最

強

の
寒

波
、

厳

し

い
　

　

か
頑
張
っ
て
い
る
皆
さ
ん
に
お

農

業

用

ハ

ウ

ス
避

難

生

活

見
舞
い
申
し
上
げ
る
。

厳
し
い

党
県
連
合
は
全
国
連
合
と
と
も
　
状
況
に
の
し
か
か
る
寒
波
に
、

に

「
号
外
版
」

で
災
書
救
援
力
　
少
し
で
も
ｂ
を
温
め
る
こ
と
が

ン
パ
を
呼
び
か
け
、

「
月
２４

日
、

で
き
れ
ば
と
災
書
救
援
カ
ン
パ

定
例
街
宣
で
も
こ
の
冬
最
大
の
　
を
呼
び
か
け
て
い
る
」

「
‐８
年

寒
波
の
な
か
で
も
取
り
組
ん
だ
。

大
水
書
で
は
全
国
か
ら
支
援
を

当
日
は
新
し
く
サ
ポ
ー
タ
と
な
　
う
け
た
。

災
書
に
は
支
え
含
お

っ
た
Ｈ
さ
ん
も
チ
ラ
ン
配
布
を
　
う
」
と
呼
び
か
け
た
。

が
ん
ば
り
、

家
族
か
ら
預
か
っ
　
　
寒
風
の
な
か
通
り
過
ぎ
る
人

た
と
い
っ
て
カ
ン
パ
を
入
れ
て
　
が
多
か
っ
た
が
、

外
国
女
性
２

く
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
組
が
カ
ン
パ
箱
を
ジ
ツ
と
見

「
亡
く
な
ら
れ
た
方

の
ご
冥
　
て
協
力
な
ど
、

短
い
時
間
の
な

福
と
、

大
変
な
被
書
状
況
の
な
　
か
幾
人
も

の
協
力
を
頂
い
た
。

ロ
ナ
禍

か

ら
抜

け

出

し
、

久

し
振

り

の
家

族

団
ら

ん

の
家

庭

も

多

か

っ
た

ろ
う
正
月
１
日
夕
刻
、

能
登
半
島

を
震
源
と
す
る
最
大
震
度
７
の
大

地
震
が
起

こ
っ
た
。

テ
レ
ビ

の
緊

急
地
震
速
報
と
声
高
で
津
波
避
難

を
呼
び
か
け
る
緊
迫
し
た
状
況
が

３

ｏ
「
を
呼
び
覚
ま
し
た

▼
亡
く

な
ら
れ
た
力
や
安
否
不
明
者
、

被

災
者
に
ご
冥
福
と
早
期
救
出
を
お

祈
り
し
、

お
見
舞
い
申
し
あ
げ
る

▼
倒
壊

・
津
波

・
火
災
な
ど
、

被

書

の
甚
六
さ
に
は
言
葉
を
失
う
。

半
島
沿
岸
は
４

ｍ
も
の
隆
起
で
陸

地
化
し
た
漁
港
に
驚
く
。

能
登
半

島
が
生
ま
れ
た
何
億
年
か
の
な
か

で
の

「
数
千
年
に
１
度

の
出
来
事
」

と
い
う
▼
せ
め
て
も
は
震
源
地
域

に
あ
る
志
賀
原
発
が
運
転
体
止
中

だ

っ
た

こ
と
。

そ
れ
で
も
想
定
外

な
こ
と
が
起
き
て
い
た
。

原
発
事

故
に
対
す
る
避
難
路

の
合
断
や
外

部
電
源
用
変
圧
器
の
油
漏
れ
事
故

だ
。

機
器
自
体

の
被
災
が
想
定
外

だ

っ
た
と
か
。

こ
れ
で
は
規
制
す

る
側
が
、

原
発
稼
働
司
能
な
範
囲

で
の
規
制
を
意
味
し
、

な
ん
の
た

め
の
安
全
規
制
か
と
疑
う
▼
息

の

長
い
復
旧
の
道
程
が
想
定
さ
れ
る

が
、

復
旧
が
想
定
外
に
進
む
た
め

に
何
が

で
き
る
だ
ろ
う
か
。

（
の

（一中【小十一【

”定
例
学
習

・
読
者
会

一

一　２「漸印汁瑞兼族火）‐７略

　̈
辰

巳

「
時

事

問
題

懇

話
会
」

一

一娯呼却は，却辰況（時中晦義帥的弘

福島みすほ
2月10日住)午後5時

団出駅マツキヨ前

定
外
ま
で
に
及
ぶ
徹
底
し
た
検

証
が
必
要
だ
。

最

近
、

自

動

掃
除

ロ
ボ

ツ
ト

よ

ろ

し
く
無

人
化
が

ホ

ツ

ト
な

話
題

に
。

「
無

人
運

転
」

の
電

車
、

バ

ス

・
ト

ラ
ツ

ク
ま

で
登

場
す

る

の
に
驚

く
。

は

た

し

て

コ
ン
ビ

ニ
の
無

人

化

に

は
ト

ラ

ブ

ル
も

間

こ
え

て
く

る
が
。

無

人
化

で
想

定

外

の
事

態

は
ど

こ

ま

で
検

証
さ

れ

る

の
か
。

衝
突
の
激
震
だ
。
海
上
保
安
庁
　
購轄議綴糠醍盟簾嬢寵牌態穣酸稗湧

の
航
空
機
は
、

地
震
対
応
と
か

ご
葬
内

2024年 能登半島地震

災害救援カンパのお願い

1月1日夕刻、能登半島を震源とする最大震度7
の大地震が発生した。人的・家屋倒壊・津波・火
災など、甚大な被害をもたらした。亡くなられた
方に心よりご冥福をお祈りし、被害にあわれた方
にお見舞い申し上げます。「災害救援カンパ」は
全額を被災自治体へ送り、復旧・生活再建にあ
てます。郵便振替品,等暑z播員盟高鮎雅畏蚤壁
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